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バリアフリーマップ作成のポイント
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見やすい！分かりやすい！４つのポイント

1

株式会社ミライロのバリアフリーマップは、障害のある当事者に
よる現地調査・確認を行います。それぞれの場所によって課題は
違うので、各場所に合った情報の優先度を分析し、マップに反映
しています。

『選択肢』を提供する

2 発信する情報の強弱・優先順位をつける

3 見やすいフォント・文字間/行間を意識する

一言で車いすユーザーといっても、障害の程度
により、一人一人の状況は違います。作成する
側で行ける・行けないや、入れる・入れないを
決めるのではなく、あくまで情報発信をするこ
とを心がけましょう。

あれもこれも発信したいという想いから、たく
さんの情報を詰め込みすぎているマップをよく
見かけます。当事者にとって重要な情報は文字
の大きさを変える・ピクトサインの大きさを変
えるなど、優先順位をつけましょう。

UDフォントを使用することで、マップ全体が見

やすい印象になります。また、文字が密集しな

いよう、行間・文字間を適切にすることで、よ

り見やすい印象を与えます。

4 色の区別がつきづらい方に配慮する

色覚障害といって、色の区別がつきづらい方が

います。そういった方も区別がつく色や柄を使

用することで、多様な方に配慮したバリアフ

リーマップとなります。

見やすい！分かりやすい！
バリアフリーマップ

見やすい！分かりやすい！
バリアフリーマップ

一般的な見え方 色覚障害(P型)の見え方
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株式会社ミライロ

バリアフリーマップ 事例集
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事例① 兵庫教育大学 様

■ POINT

兵庫教育大学は、自然豊かな土地に建てられており、のびのびと教育を受けられる環境です。
一方で、傾斜が多く、起伏が激しいという課題がありました。
そこで、建物のバリアフリー状況の調査とその状況を発信するバリアフリーマップの作成のご依
頼をいただきました。

■ 抱えていた課題・経緯

車いすユーザーがキャンパス内の建物を全て回っ
たことで、建物内の段差やエレベータの整備状況
に差があることがわかりました。そこで、建物の
バリアフリー状況を色分けし、サポートの有無を
一目で判断できるようにしました。

同じ車いすユーザーでも、障害の程度により状態
は異なります。そこで「傾斜がある」という情報
だけではなく、傾斜の角度を細かく分けて発信す
ることで、一人で行けるかどうかを判断していた
だけるよう工夫をしました。

https://www.hyogo-u.ac.jp/campuslife/post_16.php

▶掲載ページ

https://www.hyogo-u.ac.jp/campuslife/post_16.php
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■ POINT

神戸大学の六甲台団地は４つのキャンパスが道を隔てて隣接しています。建物ごとのバリアフ
リーは進んでいましたが、坂道が多いため、車いすユーザーの移動経路が複雑になることが課題
でした。
そこで、通年のバリアフリー計画の中で、キャンパス内の通路の傾斜やバリア状況の調査を行う
と共に、それらの情報発信を行うバリアフリーマップ作成のご依頼をいただきました。

■ 抱えていた課題・経緯

特に注意が必要な場所は、写真でも掲載しました。
マップデザインからは分かりづらい情報を写真で
補うことで、車いすユーザーにとって、より安心
できるバリアフリーマップに仕上げています。

バリアフリーマップと同時に、キャンパス内を案
内するサインの整備も行ったことにより、サイン
内にも傾斜などの関連するバリアフリー情報を掲
載することができました。

事例② 神戸大学 様
https://www.kobe-u.ac.jp/SCCL/map/index.html

▶ 掲載ページ

https://www.kobe-u.ac.jp/SCCL/map/index.html
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上野公園にある文化・文教施設から成る上野文化の杜新構想実行委員会では、東京オリンピック・
パラリンピック大会に向けて、さまざまな文化芸術活動や取り組みを行っています。その一環とし
て、上野恩賜公園で「より多様な方が快適に過ごせるための情報発信をしたい」という想いから、
バリアフリーマップ作成のご依頼をいただきました。

■ 抱えていた課題・経緯

■ POINT

障害のある当事者モニターに試作品を確認いただ
いた結果、障害の種別によって求めている情報が
異なることがわかったため、色のコントラストの
高い地図と情報量の少ない地図を作成し、好きな
方を選べるようにしました。

Webにバリアフリーマップを掲載したことで、よ
り細かい情報の提供が可能になりました。例えば、
多目的トイレの情報には、外観・内観の写真が掲
載されており、細かい設備の有無まで分かるよう
になっています。

事例③ 上野文化の杜新構想実行委員会 様
（上野恩賜公園）

https://ueno-bunka.jp/bfmap/

▶ 掲載ページ

(※)2019年12月時点のマップを掲載しております

https://ueno-bunka.jp/bfmap/

	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6

